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同
和
地
区
の
子
ど
も
の
学
力
向
上
は
、
同
和
教
育
が
取
り
組
む

べ
き
差
し
迫
っ
た
課
題
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
最
近
約
一
○
年

の
間
に
各
地
で
行
わ
れ
た
実
態
調
査
の
結
果
か
ら
、
充
分
に
明
ら

か
で
あ
る
。
だ
が
、
同
和
教
育
が
め
ざ
し
て
き
た
の
は
へ
地
区
内

外
の
学
力
の
「
格
差
解
消
」
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
で
は
あ

る
ま
い
。
す
べ
て
の
子
ど
も
の
学
力
保
障
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

’
九
七
○
年
代
の
自
主
編
成
運
動
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
教
材
集

『
ひ
ら
が
な
」
や
『
さ
ん
す
う
」
は
、
同
和
地
区
の
子
ど
も
の
現

実
か
ら
出
発
し
た
学
力
保
障
の
実
践
が
、
あ
ら
ゆ
る
子
ど
も
の
学

力
保
障
と
い
う
普
遍
的
課
題
に
提
起
し
た
「
答
え
」
だ
っ
た
と
い

特
集

一
普
遍
的
教
育
課
題
と
し
て
の
学
力
保
障

「
学
力
低
下
」
を
考
え
る

Ｉ
こ
れ
か
ら
の
学
力
保
障
の
た
め
に
Ｉえ
る
の
で
は
な
い
か
。
普
遍
的
課
題
と
し
て
の
学
力
保
障
に
お
い

て
は
、
地
区
内
外
の
「
格
差
解
消
」
は
目
的
で
は
な
い
。
学
力
保

障
の
実
践
が
成
果
を
あ
げ
た
か
を
判
断
す
る
目
安
の
ひ
と
つ
で
あ

る
。
学
力
保
障
の
実
践
が
め
ざ
す
の
は
、
す
べ
て
の
子
ど
も
に
「
確

（
１
）
 

か
な
学
力
」
を
つ
け
る
こ
と
で
あ
る
。

近
年
、
教
育
改
革
の
う
ね
り
の
中
で
、
子
ど
も
や
大
学
生
の
「
学

力
低
下
」
が
、
大
き
な
争
点
と
な
っ
て
い
る
。
「
学
力
」
と
は
何
か
、

「
学
力
」
を
つ
け
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
こ
れ
ら
の
こ
と
が

ら
に
つ
い
て
の
、
社
会
的
合
意
が
ゆ
ら
い
で
い
る
の
で
あ
る
。
今
、

学
力
低
下
を
め
ぐ
る
論
議
に
、
同
和
教
育
は
、
ど
の
よ
う
な
問
題

提
起
を
す
る
べ
き
か
。
同
和
教
育
の
立
場
か
ら
み
た
「
確
か
な
学

力
」
と
は
何
か
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
保
障
さ
れ
る
べ
き
な
の
か
。

本
稿
の
読
者
に
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
、
こ
の
こ
と
で
あ
る
。

高
田
｜
宏
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１４ 

本
稿
で
は
、
で
き
る
限
り
実
証
的
デ
ー
タ
に
即
し
て
、
最
近
の

「
学
力
低
下
」
論
を
検
証
す
る
。
そ
し
て
、
「
学
力
低
下
」
は
事
実

か
ど
う
か
、
ま
た
、
事
実
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
「
学
力
低
下
」
は
ど

の
よ
う
な
形
で
現
れ
、
ど
の
よ
う
な
原
因
や
背
景
の
も
と
で
お
き

て
い
る
の
か
を
考
え
る
。
そ
し
て
、
最
後
に
、
「
基
礎
・
基
本
」
の

学
力
保
障
に
関
し
て
、
私
見
を
述
べ
た
い
。

昨
今
の
「
学
力
低
下
」
論
の
発
火
点
の
ひ
と
つ
は
、
大
学
生
の

（７）） 

学
力
低
下
問
題
で
あ
る
。
「
大
学
受
験
生
学
力
低
下
の
惨
状
」
と
い

っ
た
タ
イ
ト
ル
の
記
事
が
、
新
聞
や
雑
誌
に
よ
く
登
場
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
『
分
数
が
で
き
な
い
大
学
生
』
と
い
う
衝
撃
的
な
タ
イ

ト
ル
の
本
は
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
。
マ
ス
コ
ミ
は
大
学
生

の
学
力
低
下
を
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
に
取
り
上
げ
る
。
そ
の
よ
う

な
報
道
に
踊
ら
さ
れ
る
の
に
は
感
心
し
な
い
。
だ
が
、
学
力
低
下

に
敬
一
一
一
巨
鐘
を
鳴
ら
す
人
び
と
の
議
論
自
体
は
、
実
証
的
な
調
査
に
基

づ
い
て
い
る
だ
け
に
、
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

戸
瀬
と
西
村
が
一
九
九
九
年
に
実
施
し
た
調
査
に
よ
る
と
、
文

系
学
生
の
数
学
の
学
力
は
、
と
く
に
、
数
学
で
受
験
し
な
か
っ
た

１
大
学
生
の
場
合
Ｉ
基
礎
学
力
不
足
と
教
養
の
衰
え
Ｉ

一
一
「
学
力
低
下
」
論
を
検
証
す
る

学
生
で
低
い
と
い
う
。
小
学
校
の
計
算
問
題
五
問
の
全
問
正
答
者

の
率
は
、
最
難
関
校
と
さ
れ
る
私
立
ａ
大
学
経
済
学
部
に
お
い
て

さ
え
、
数
学
受
験
者
で
八
八
。
三
％
、
数
学
末
受
験
者
で
は
七
八
・

三
％
で
あ
っ
た
。
「
分
数
が
で
き
な
い
」
と
い
う
表
現
も
、
あ
な
が

ち
誇
張
と
は
い
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。
「
私
立
ト
ッ
プ
枝
の
卒
業
生

の
中
に
、
小
学
校
の
計
算
す
ら
で
き
な
い
者
が
か
な
り
の
確
率
で

混
じ
っ
て
い
る
…
…
。
こ
の
人
た
ち
は
私
立
の
ト
ッ
プ
校
を
卒
業

し
て
も
、
将
来
小
学
生
の
子
ど
も
に
算
数
を
教
え
る
こ
と
が
で
き

（
３
）
 

な
い
の
だ
」
。

担
軽
減
と
個
性
的
人
材
の
選
抜
を
名
目
に
行
わ
れ
た
入
試
科
目
の

削
減
を
指
摘
し
て
い
る
。
私
学
で
多
い
社
会
と
数
学
の
選
択
と
い

う
受
験
パ
タ
ー
ン
が
数
学
離
れ
を
助
長
し
、
学
力
低
下
の
直
接
的

な
引
き
金
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
高
校
ま
で

の
教
育
に
も
学
力
低
下
の
原
因
は
あ
る
と
い
う
。
そ
れ
は
、
授
業

時
数
と
学
習
内
容
の
削
減
や
、
高
校
で
の
選
択
科
目
の
拡
大
で
あ

る
。
一
九
八
○
年
代
以
降
の
「
ゆ
と
り
」
の
教
育
改
革
が
、
大
学

（
４
）
 

生
の
学
力
低
下
を
招
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

実
証
的
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
大
学
生
の
学
力
低
下
を
指
摘
す
る

論
者
の
多
く
は
、
理
数
系
の
大
学
教
員
で
あ
る
。
文
系
の
場
合
、

学
力
を
数
値
的
に
把
握
し
に
く
い
と
い
う
事
情
が
あ
る
か
ら
か
も

し
れ
な
い
。
大
学
生
の
学
力
低
下
は
、
算
数
・
数
学
の
基
礎
学
力

西
村
は
、
大
学
生
の
学
力
低
下
の
原
因
と
し
て
、
受
験
生
の
負



｢学力低下」を考える1５ 

に
お
い
て
の
み
生
じ
て
い
る
現
象
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
疑
問
を

解
く
た
め
に
必
要
な
実
証
的
デ
ー
タ
は
、
存
在
し
て
い
な
い
。

だ
が
、
興
味
深
い
調
査
が
あ
る
。
朝
曰
新
聞
社
が
一
九
九
九
年

一
○
月
か
ら
一
二
月
に
か
け
て
実
施
し
た
「
大
学
学
長
ア
ン
ケ
ー

（
５
）
 

ト
」
で
あ
る
。
こ
の
調
査
は
、
学
長
に
対
す
る
意
識
調
査
で
あ
っ

て
、
学
生
の
学
力
状
況
そ
の
も
の
の
調
査
で
は
な
い
。
ま
た
、
有

効
回
答
数
も
五
二
％
に
留
ま
っ
て
お
り
、
学
力
低
下
を
感
じ
な
い

学
長
が
回
答
を
寄
せ
な
か
っ
た
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
。
そ
れ

ら
の
事
情
を
差
し
引
い
て
も
、
次
の
回
答
結
果
は
、
大
学
生
の
「
学

力
低
下
」
が
算
数
・
数
学
の
基
礎
的
ス
キ
ル
以
外
の
領
域
で
も
お

き
て
い
る
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
調
査
に
よ
る
と
、

学
生
の
学
力
低
下
を
感
じ
る
と
回
答
し
た
学
長
は
二
九
八
人
で
あ

る
。
複
数
回
答
で
ど
の
よ
う
な
点
に
学
力
低
下
を
感
じ
る
か
を
問

う
た
と
こ
ろ
、
「
高
校
ま
で
の
基
礎
学
力
」
が
一
九
三
人
、
「
幅
広

い
一
般
教
養
・
常
識
」
が
一
九
一
人
、
「
思
考
力
や
理
解
力
」
が
一

四
○
人
、
「
勉
強
へ
の
意
欲
」
が
一
二
七
人
、
「
知
的
好
奇
心
や
探

求
心
」
が
二
七
人
、
「
創
造
性
」
が
四
三
人
と
い
う
結
果
で
あ
っ

た
。

「
過
度
の
受
験
競
争
」
の
緩
和
を
め
ざ
し
た
「
ゆ
と
り
」
の
教

２
高
校
生
の
場
合
ｌ
中
位
層
の
学
力
低
下
と
学
力
の
二

極
分
化
Ｉ

育
が
学
力
低
下
を
招
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
間
の
教
育
改
革
は

失
敗
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
で
は
、
受
験
競
争
を
知
り
尽

く
し
て
い
る
「
受
験
産
業
」
の
関
係
者
は
、
「
学
力
低
下
」
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

当
事
者
の
意
見
を
聞
い
て
み
よ
う
。
大
手
予
備
校
の
河
合
塾
は
、

毎
年
四
月
、
入
塾
生
を
対
象
に
「
学
カ
ク
リ
ー
ー
ッ
ク
テ
ス
ト
」
を

実
施
し
て
い
る
。
大
学
志
願
者
、
し
か
も
特
定
の
予
備
校
の
生
徒

と
い
う
限
定
は
つ
く
が
、
こ
の
テ
ス
ト
は
経
年
的
に
同
じ
問
題
を

出
題
し
て
お
り
、
高
校
卒
業
時
の
学
力
状
況
を
把
握
す
る
手
が
か

り
に
な
る
。

河
合
塾
は
、
旧
指
導
要
領
に
基
づ
く
教
育
課
程
最
後
の
学
年
で

あ
っ
た
九
五
年
度
の
生
徒
と
、
現
行
指
導
要
領
教
育
に
基
づ
く
教

育
課
程
最
初
の
学
年
で
あ
っ
た
九
九
年
度
の
生
徒
を
比
較
し
、
次

（
６
）
 

の
よ
う
に
高
校
生
の
学
力
低
下
を
指
摘
し
て
い
る
。
第
一
に
、
全

体
的
に
テ
ス
ト
の
正
答
率
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
。
第
二
に
、
正

答
率
の
低
下
は
と
く
に
中
位
層
で
目
立
ち
、
下
位
層
で
は
「
下
げ

止
ま
り
」
の
傾
向
が
あ
る
こ
と
。
そ
の
結
果
、
上
位
層
と
下
位
層

の
学
力
の
二
極
分
化
が
お
こ
っ
て
い
る
こ
と
。
第
三
に
、
英
語
。

国
語
な
ど
言
語
系
の
科
目
よ
り
も
、
数
学
・
物
理
な
ど
理
数
系
の

科
目
で
正
答
率
が
大
き
く
低
下
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
文
系
よ

り
も
理
数
系
の
大
学
教
員
が
学
力
低
下
に
危
機
感
を
抱
く
の
は
、

あ
る
い
は
、
こ
の
よ
う
な
大
学
受
験
生
の
学
力
実
態
の
反
映
な
の



1６ 

か
も
し
れ
な
い
。

一
方
、
高
校
教
員
は
、
ど
の
程
度
、
生
徒
の
学
力
低
下
を
実
感

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
河
合
塾
で
は
、
塾
生
へ
の
学
力
テ
ス
ト

と
と
も
に
、
高
校
教
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
も
実
施
し
て
い
る
。
そ

れ
に
よ
る
と
、
回
答
者
の
八
八
％
が
低
下
を
指
摘
す
る
と
い
う
結

果
で
あ
っ
た
。
担
当
科
目
別
に
は
、
数
学
教
員
に
学
力
低
下
を
指

摘
す
る
者
が
多
く
、
そ
の
割
合
は
九
七
％
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
の

教
科
の
教
員
で
は
八
六
～
八
九
％
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
調
査

は
回
答
者
数
が
二
五
九
人
と
大
変
少
な
く
、
結
果
の
信
頼
性
に
疑

問
が
あ
る
こ
と
を
、
筆
者
と
し
て
は
、
付
け
加
え
て
お
く
。

以
上
の
結
果
を
う
け
て
、
河
合
塾
は
、
「
問
題
を
解
く
」
と
い
う

意
味
の
学
力
の
低
下
を
認
め
ざ
る
を
え
な
い
と
し
、
学
習
内
容
の

厳
選
に
伴
っ
て
学
力
が
下
が
る
の
は
「
当
然
の
帰
結
」
だ
と
し
て

い
る
。
で
は
、
こ
の
事
態
に
ど
の
よ
う
に
対
応
す
べ
き
な
の
か
。

河
合
塾
の
見
解
は
、
学
習
の
動
機
付
け
や
学
力
の
質
を
問
う
必
要

が
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
調
査
報
告
の
「
ま
と
め
」
に
は
、

次
の
よ
う
な
文
章
が
あ
る
。
「
戦
後
一
貫
し
て
伸
び
て
き
た
高
校
。

大
学
進
学
率
は
、
良
く
も
悪
く
も
入
試
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
ひ
と
つ

の
重
要
な
学
習
の
動
機
付
け
と
し
て
き
た
。
近
年
の
少
子
化
に
よ

る
受
験
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
低
下
の
中
で
、
子
ど
も
達
は
何
を
学
習
の

動
機
付
け
と
し
ど
の
よ
う
な
学
力
を
身
に
付
け
て
い
く
べ
き
な
の

か
、
そ
し
て
こ
の
学
力
低
下
問
題
を
ど
う
と
ら
え
、
ど
う
対
応
す

る
べ
き
な
の
か
。
こ
れ
は
、
二
○
○
三
年
度
か
ら
の
新
教
育
課
程

の
高
等
学
校
導
入
を
前
に
し
て
、
わ
れ
わ
れ
に
投
げ
か
け
ら
れ
た

根
本
的
な
問
い
か
け
な
の
で
あ
る
」
。

少
子
化
が
進
行
す
る
も
と
で
、
最
近
約
一
○
年
間
で
大
学
・
短

大
進
学
率
は
急
上
昇
し
た
。
今
や
、
高
校
卒
業
者
の
約
半
数
が
大

学
・
短
大
に
進
学
す
る
時
代
で
あ
る
。
大
学
・
短
大
入
学
者
数
を

志
願
者
数
で
除
し
た
合
格
率
は
一
九
九
九
（
平
成
一
二
年
度
に

（
７
）
 

は
八
一
％
に
達
し
た
。
一
○
年
後
に
は
士
心
願
者
数
と
入
学
定
員
が

同
じ
に
な
る
と
の
予
測
も
出
て
い
る
。
す
で
に
、
定
員
割
れ
を
起

こ
す
大
学
も
現
れ
て
い
る
。
一
部
の
難
関
校
を
の
ぞ
け
ば
、
「
過
度

の
受
験
競
争
」
は
、
な
し
崩
し
的
に
緩
和
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
今

や
、
多
く
の
高
校
生
に
と
っ
て
、
「
受
験
」
は
学
習
の
動
機
付
け
に

は
な
り
え
な
い
。
学
習
の
動
機
付
け
が
失
わ
れ
た
今
、
高
校
生
の

間
で
「
学
力
低
下
」
が
起
き
は
じ
め
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
も
そ

れ
は
、
少
数
の
生
徒
が
高
い
学
力
水
準
を
維
持
す
る
一
方
で
、
そ

の
他
大
勢
の
生
徒
の
学
力
が
低
下
す
る
と
い
う
形
で
。

今
、
小
中
学
校
と
高
校
は
、
新
学
習
指
導
要
領
に
む
け
た
移
行

期
に
入
っ
て
い
る
。
新
指
導
要
領
で
は
、
現
行
以
上
に
教
科
の
学

習
内
容
が
「
厳
選
」
さ
れ
、
授
業
時
数
も
「
縮
減
」
き
れ
た
。
こ

れ
か
ら
は
学
習
に
「
ゆ
と
り
」
が
生
ま
れ
、
基
礎
・
基
本
の
確
実

な
定
着
が
可
能
に
な
る
と
い
う
。
新
指
導
要
領
で
は
「
総
合
的
な

学
習
の
時
間
」
も
新
設
さ
れ
た
。
小
中
学
校
で
は
二
○
○
二
年
度
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曰
本
の
小
中
学
生
の
学
力
が
高
い
こ
と
は
、
国
際
的
な
定
評
で

あ
る
。
一
九
九
四
年
か
ら
一
九
九
五
年
に
か
け
て
、
国
際
教
育
到

達
度
評
価
学
会
（
略
称
Ｉ
Ｅ
Ａ
。
Ｈ
貝
①
三
畳
○
三
］
少
の
ｍ
ｏ
Ｑ
昌
三

【
○
吋
弓
①
向
く
ロ
］
巨
昌
］
。
ご
○
命
同
Ｑ
こ
＆
は
○
ご
巴
シ
、
三
①
ぐ
の
三
の
二
ｍ
）
が

実
施
し
た
算
数
・
数
学
、
理
科
の
国
際
調
査
に
よ
れ
ば
、
日
本
の

小
中
学
生
の
テ
ス
ト
の
正
答
率
は
、
算
数
・
数
学
と
理
科
の
い
ず

れ
で
も
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
韓
国
に
次
い
で
第
三
位
で
あ
っ
た
。

か
ら
、
高
校
で
は
二
○
○
三
年
度
か
ら
、
こ
の
時
間
が
本
格
的
に

は
じ
ま
る
。
文
部
省
に
よ
れ
ば
、
こ
の
「
総
合
的
な
学
習
」
を
通

し
て
、
子
ど
も
た
ち
は
、
「
自
ら
課
題
を
見
つ
け
、
自
ら
学
び
、
自

ら
考
え
る
力
」
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
新

指
導
要
領
に
も
と
づ
く
教
育
課
程
の
も
と
で
、
学
力
は
「
生
き
る

（
８
）
 

力
」
と
し
て
質
的
に
向
上
す
る
と
い
う
。
し
か
し
、
文
部
省
の
公

式
見
解
は
、
「
絵
に
描
い
た
餅
」
に
終
わ
る
可
能
性
を
否
定
で
き
な

い
。
授
業
改
革
に
先
進
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
学
校
は
ま
だ
し
も
、

多
く
の
学
校
は
、
ま
だ
と
ま
ど
い
の
渦
中
に
あ
る
。
指
導
要
領
の

改
訂
は
、
学
力
低
下
を
よ
り
い
っ
そ
う
助
長
す
る
の
か
。
そ
れ
と

も
、
「
生
き
る
力
」
と
し
て
の
学
力
を
高
め
る
の
か
。
こ
の
問
い
へ

の
答
え
は
、
ま
だ
出
て
い
な
い
。

３
小
中
学
生
の
場
合
（
そ
の
一
）
ｌ
「
高
」
学
力
の
致

命
的
弱
点
Ｉ

ア
チ
ー
ブ
メ
ン
ト
か
ら
判
断
す
る
限
り
、
日
本
の
小
中
学
生
の
学

力
は
国
際
的
に
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
だ
と
い
え
る
。
過
去
の
調
査
と

比
べ
て
も
、
学
力
低
下
の
徴
候
は
な
い
。
し
か
し
、
日
本
の
子
ど

も
た
ち
の
算
数
・
数
学
や
理
科
に
対
す
る
態
度
に
は
、
気
に
か
か

る
点
が
多
々
あ
る
。
以
下
、
一
九
九
四
年
か
ら
一
九
九
五
年
に
か

け
て
世
界
二
六
ヵ
国
・
地
域
で
実
施
さ
れ
た
「
第
三
回
国
際
数
学
・

理
科
教
育
調
査
」
の
結
果
を
も
と
に
、
曰
本
の
子
ど
も
た
ち
の
「
高
」

（
９
）
 

学
力
が
は
ら
ん
で
い
る
問
題
点
を
、
明
ら
か
に
し
よ
う
。

曰
本
で
は
、
算
数
・
数
学
が
「
好
き
」
な
子
ど
も
は
少
な
い
。

小
三
で
七
八
％
（
八
七
％
）
、
小
四
で
七
二
％
（
八
五
％
）
、
中
一

で
五
五
％
（
七
一
一
％
）
、
中
一
一
で
五
三
％
（
六
九
％
）
で
あ
る
。
曰

本
で
算
数
・
数
学
が
好
き
な
子
ど
も
の
率
は
、
二
四
ヵ
国
・
地
域

中
、
小
三
、
小
四
、
中
一
一
で
一
一
一
一
一
位
、
中
一
で
は
最
下
位
で
あ
る
。

算
数
・
数
学
を
「
易
し
い
」
と
思
っ
て
い
る
子
ど
も
も
少
な
い
。

小
三
で
五
三
％
（
七
一
％
）
、
小
四
で
四
○
％
（
六
一
一
一
％
）
、
中
一

で
一
五
％
（
三
九
％
）
、
中
一
一
で
一
一
一
一
％
（
一
一
一
一
一
一
％
）
で
あ
る
。
い

ず
れ
の
学
年
で
も
、
日
本
は
二
三
ヵ
国
中
、
最
下
位
で
あ
る
。
と

く
に
め
だ
つ
の
は
、
中
学
生
で
数
学
が
き
ら
い
、
難
し
い
と
思
っ

て
い
る
子
ど
も
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。

｜
方
、
理
科
が
「
好
き
」
な
子
ど
も
は
、
小
四
で
八
五
％
（
八

五
％
）
、
、
中
一
一
で
五
六
％
（
七
三
％
）
で
あ
る
。
小
四
で
は
国
際
平

均
値
並
で
あ
る
が
、
中
二
で
は
理
科
が
好
き
な
子
ど
も
が
非
常
に



1８ 

少
な
く
、
一
七
ヵ
国
中
、
曰
本
は
最
下
位
と
な
っ
て
い
る
。
理
科

が
「
楽
し
い
」
と
す
る
子
ど
も
は
、
小
四
で
は
八
八
％
（
八
三
％
）

で
あ
り
、
国
際
平
均
値
を
上
回
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
中
一
一
で
は

五
三
％
（
七
一
一
％
）
と
な
り
、
最
下
位
で
あ
る
。
理
科
が
「
易
し

い
」
と
思
っ
て
い
る
子
ど
も
は
、
小
四
で
五
一
一
％
（
六
五
％
）
、
中

一
一
で
一
五
％
（
四
三
％
）
で
あ
り
、
曰
本
は
い
ず
れ
の
学
年
で
も

最
下
位
で
あ
る
。
理
科
が
「
退
屈
」
だ
と
思
っ
て
い
る
子
ど
も
は
、

小
四
で
は
一
一
一
％
（
一
一
一
一
％
）
と
少
な
い
が
、
中
二
で
は
一
一
一
三
％

（
三
一
％
）
と
な
り
、
国
際
平
均
値
を
や
や
上
回
っ
て
い
る
。

嫌
い
で
、
難
し
く
、
つ
ま
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
教
科
の
学
習

に
、
子
ど
も
た
ち
は
本
気
で
取
り
組
む
だ
ろ
う
か
。
否
、
で
あ
る
。

曰
本
の
小
四
で
、
算
数
と
理
科
で
よ
い
成
績
を
と
る
こ
と
を
「
大

切
」
だ
思
う
子
ど
も
の
率
は
、
そ
れ
ぞ
れ
七
五
％
（
九
四
％
）
と

七
一
一
％
（
九
一
％
）
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
、
一
一
六
ヵ
国
中
、
韓
国

に
次
い
で
下
か
ら
一
一
番
目
で
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
は
、
あ
ま
り
大

切
だ
と
は
思
っ
て
い
な
い
勉
強
を
、
楽
し
く
な
い
、
易
し
く
な
い
、

退
屈
だ
と
思
い
な
が
ら
、
や
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
、
「
勉
強
」
と
は
、
原
義
通
り
、
無
理
に
や
ら
さ
れ
る
も

の
、
強
い
ら
れ
て
や
る
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
お
と
な
た
ち
は
、
「
学
力
を
つ
け
る
た
め
に
は
辛
抱
と
努
力
が

必
要
だ
。
い
や
な
こ
と
で
も
頑
張
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
か

（
、
）

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
子
ど
も
た
ち
は
、
お
と
な
た
ち
の
お
説

教
を
拒
絶
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

子
ど
も
た
ち
の
学
び
が
い
か
に
無
味
乾
燥
に
な
っ
て
い
る
か
、

そ
れ
を
推
測
さ
せ
る
デ
ー
タ
が
あ
る
。
「
よ
い
成
績
を
と
る
た
め
に

必
要
な
こ
と
」
に
つ
い
て
の
回
答
結
果
で
あ
る
。
国
際
調
査
で
は
、

「
才
能
が
あ
る
こ
と
」
「
運
が
よ
い
こ
と
」
「
家
で
た
く
さ
ん
勉
強

す
る
こ
と
」
「
教
科
書
や
ノ
ー
ト
に
書
い
て
あ
る
こ
と
を
お
ぼ
え
る

こ
と
」
の
四
つ
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
、
よ
い
成
績
を
と
る
た
め

に
必
要
か
を
、
子
ど
も
た
ち
に
問
う
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
柄
が

必
要
だ
と
す
る
子
ど
も
は
、
小
四
で
は
、
順
に
、
七
九
％
（
七
九

％
）
、
五
三
％
（
五
七
％
）
、
九
一
％
（
八
九
％
）
、
九
三
％
（
七
一

％
）
で
あ
る
。
「
運
」
は
国
際
平
均
よ
り
や
や
少
な
く
、
「
才
能
」

や
「
家
庭
で
の
勉
強
」
は
国
際
平
均
な
み
で
あ
る
が
、
「
お
ぼ
え
る

こ
と
」
は
、
’
一
四
ヵ
国
中
、
曰
本
が
第
一
位
で
あ
る
。
理
科
に
つ

い
て
も
同
様
の
結
果
で
あ
る
。
小
四
で
は
、
順
に
、
七
九
％
（
七

九
％
）
、
五
三
％
（
五
七
％
）
、
八
八
％
（
八
九
％
）
、
九
三
％
（
七

四
％
）
で
あ
り
、
や
は
り
、
「
お
ぼ
え
る
こ
と
」
は
、
日
本
が
第
一

位
と
な
っ
て
い
る
。
国
際
的
に
見
れ
ば
、
日
本
の
子
ど
も
た
ち
の

算
数
・
数
学
と
理
科
の
学
習
は
、
文
字
通
り
の
「
勉
強
」
で
あ
っ

て
、
教
科
書
偏
重
・
暗
記
偏
重
と
い
っ
て
よ
い
。

子
ど
も
が
も
つ
「
勉
強
」
観
は
、
教
師
が
も
つ
指
導
観
と
も
重

な
っ
て
い
る
。
国
際
調
査
で
は
、
教
師
に
対
し
て
、
「
算
数
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
た
め
に
重
要
な
こ
と
」
を
間
う
て
い
る
。
小
学
校
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算
数
・
数
学
と
理
科
以
外
の
教
科
の
学
力
に
関
す
る
実
証
的
デ

（
ｕ
）
 

１
夕
は
、
き
わ
め
て
乏
し
い
。
わ
ず
か
に
存
在
す
る
の
が
、
一
九

九
四
年
度
か
ら
一
九
九
五
年
度
に
か
け
て
、
文
部
省
が
実
施
し
た

「
教
育
課
程
実
施
状
況
調
査
」
で
あ
る
。
調
査
対
象
は
小
五
か
ら

中
三
の
全
学
年
で
あ
る
。
全
国
規
模
の
調
査
は
実
に
一
一
一
年
ぶ
り

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
調
査
結
果
は
一
九
九
七
年
九
月
二
九
曰
に
公

表
さ
れ
た
が
、
報
告
書
は
公
刊
さ
れ
て
い
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
報

四
年
生
を
教
え
て
い
る
曰
本
の
教
師
の
回
答
結
果
は
次
の
通
り
で

あ
る
。
二
四
ヵ
国
中
、
「
公
式
や
手
続
き
を
覚
え
る
こ
と
」
は
九
位
、

「
創
造
的
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
」
は
六
位
、
「
算
数
が
実

世
界
で
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を
理
解
す
る
こ
と
」
は
二

三
位
、
「
自
分
の
解
答
が
よ
い
こ
と
を
示
す
た
め
に
理
由
を
い
う
こ

と
が
で
き
る
」
は
一
○
位
で
あ
る
。
日
本
の
教
師
の
回
答
で
と
く

に
目
立
つ
の
は
、
実
生
活
の
中
で
算
数
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
の

理
解
を
、
重
視
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
重
要
だ
と
考

え
る
教
師
は
、
日
本
で
は
約
四
割
に
と
ど
ま
る
。
算
数
の
学
習
指

導
は
、
実
生
活
か
ら
切
り
離
さ
れ
、
教
室
の
中
で
自
己
完
結
し
て

い
る
。
高
等
数
学
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
、
小
学
校
中
学
年
の
算
数
で

さ
え
も
、
日
本
の
教
師
は
、
教
室
の
外
の
実
生
活
と
無
縁
の
も
の

と
し
て
教
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

４
小
中
学
生
の
場
合
（
そ
の
一
一
）
ｌ
使
え
な
い
知
識
Ｉ

道
を
通
じ
て
調
査
結
果
を
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
あ

る
。新
聞
報
道
に
よ
る
と
、
小
学
校
の
各
教
科
の
平
均
正
答
率
は
六

五
～
八
○
％
で
、
文
部
省
は
お
お
む
ね
良
好
だ
と
評
価
し
た
。
前

回
に
比
べ
て
記
述
式
問
題
が
増
え
た
中
学
校
の
正
答
率
は
四
六

～
七
五
％
で
、
と
く
に
社
会
と
理
科
の
正
答
率
が
低
か
っ
た
。
各

教
科
と
も
、
「
新
し
い
学
力
観
」
に
た
っ
た
学
力
が
弱
い
と
い
う
。

ま
た
、
前
回
（
八
二
～
八
三
年
度
）
の
調
査
と
同
じ
問
題
で
は
、

（
、
）

中
学
校
理
科
で
一
九
問
中
一
四
問
の
正
答
率
が
低
下
し
た
。
小
学

校
算
数
の
分
数
・
小
数
の
計
算
問
題
で
も
、
前
回
を
下
回
る
正
答

（
旧
）

率
の
問
題
が
多
か
っ
た
。

先
に
見
た
よ
う
に
、
曰
本
の
小
中
学
生
の
算
数
・
数
学
と
理
科

の
学
力
水
準
は
非
常
に
高
い
。
だ
が
へ
文
部
省
調
査
の
結
果
は
、

そ
れ
が
危
う
く
な
り
か
け
て
い
る
こ
と
を
伺
わ
せ
る
。
算
数
・
数

学
や
理
科
の
学
力
低
下
は
、
杷
憂
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

今
回
の
調
査
で
正
答
率
が
低
か
っ
た
中
学
社
会
と
中
学
理
科
の

中
で
も
、
と
く
に
で
き
が
悪
か
っ
た
の
は
、
中
一
の
歴
史
新
聞
「
室

町
タ
イ
ム
ズ
」
の
問
題
と
、
同
じ
く
中
一
の
太
陽
の
高
度
に
つ
い

て
の
問
題
で
あ
る
（
資
料
１
）
。

前
者
の
、
貴
族
の
立
場
か
ら
「
正
長
の
土
一
摸
」
の
記
事
に
見

出
し
を
つ
け
る
問
題
は
、
正
答
率
二
七
・
二
％
で
あ
っ
た
。
問
題

に
答
え
る
中
学
生
は
「
土
一
摸
」
が
起
き
た
と
い
う
歴
史
的
事
実
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(資料 1） 朝曰新聞 1997年 ９月30曰

新聞顕月鋤3.925円(本体屈枯3.738円､消費税187円)､1部売り隙込JV)朗刊110円､夕刊50円
● 

｡ 号百千 ｢護計 露3種邸(鋤銅ヨ

三
三
二
毒
二
二
三
三
三
二
三
毒
一
一
一
一
二
二
一
二
三
三
三
三
三
三
三
二
二
三
二
二
二
二
三
二
三
二
二
三
二
三
三
三
三
三
二
三
三
三
妄
三
二
三
三
二
三
三
二
二
三
一
二
三
三
二
二
三
菫
三
三
毒
ニ
ニ
三
二
一
一
一
一
一
一
一
二
三
一
一
一
一
一
二
塞
一
一
一
一
一
一
一
一
毒
一
一
一
一
一
三
一
言
一
一
一
一
一
三
一
一
菫
套
室
一
三
三
二

平
均
正
答
率
が
四
五
・
六
％

と
最
も
低
か
っ
た
一
年
の
社

会
。
現
場
の
教
諭
ら
が
注
目
し

た
の
が
、
「
室
町
タ
イ
ム
ズ
」

の
問
題
だ
。
室
町
時
代
の
で
き

ご
と
を
ま
と
め
た
「
歴
史
新

聞
」
（
図
１
）
を
題
材
に
五
つ

の
小
間
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

新
学
力
テ
ス
ト

Ｊ
薊
勤
訂
期
計
訂

さ
い
」
（
中
一
社
会
）
。
「
行
と
３
の
ど
ち
ら
が
大
き
い
か

を
調
べ
る
方
法
を
曾
き
な
さ
い
」
（
中
三
数
学
）
っ
文
部
省

図
１ 

記
述
式
に
立
ち
往
生

出
題
者
「

歴
史
新
聞
は
、
学
校
現
場
で
徐

友
に
試
み
ら
れ
て
い
る
授
業
方

法
の
一
つ
。

第
二
間
は
思
考
力
を
見
る
問

題
。
「
や
っ
た
１
．
農
民
が
初
め

て
立
ち
上
が
っ
た
」
と
、
農
民

の
立
場
で
つ
け
た
「
正
長
の
土

一
接
（
と
い
っ
き
）
」
の
見
出

知
識
偏
重
へ
の
警
告
」

し
を
寅
族
の
立
楊
で
つ
け
る
よ

う
に
求
め
た
。
「
と
ん
で
も
な

い
こ
と
」
「
世
も
末
」
な
ど
の

否
定
的
な
表
現
さ
え
含
ま
れ
て

い
れ
ば
、
正
答
だ
っ
た
が
、
正

答
率
一
一
七
・
二
％
・

第
五
間
は
、
能
に
つ
い
て
の

広
告
を
参
考
に
、
室
町
時
代
の

が
公
立
の
小
中
学
校
で
十
二
年
ぶ
り
に
実
施
し
た
新
学
力
テ

ス
ト
は
、
前
回
調
牽
（
一
九
八
二
－
八
四
年
）
と
大
き
く
錘

変
わ
り
し
た
問
題
が
並
ん
だ
。
自
分
で
考
え
、
表
現
す
る
こ

と
を
麺
視
す
る
一
新
学
力
観
」
に
立
っ
た
出
題
だ
が
、
と
ま

ど
い
も
加
わ
っ
て
正
答
率
は
醸
し
て
ほ
い
。
中
学
の
問
題
を

題
材
に
、
思
考
力
・
表
現
力
が
苦
手
な
「
曰
本
型
学
力
」
の

実
濯
を
み
た
。

文
化
に
つ
い
て
広
告
文
を
作
ら

せ
る
問
題
。
知
識
に
加
え
て
表

現
力
が
必
要
だ
。
狂
雪
や
金

閣
、
銀
閣
な
ど
を
題
材
に
広
告

文
を
作
っ
て
い
れ
ば
正
解
。
た

と
え
ば
「
雷
舟
の
水
墨
画
展
開

催
中
」
な
ら
正
解
だ
。
文
化
に

つ
い
て
記
述
し
て
い
れ
ば
、
広

告
文
に
な
っ
て
い
な
く
て
も
型

正
答
に
し
た
が
、
何
も
窓
け
な

い
生
徒
も
多
く
、
両
方
合
わ
せ

て
も
正
答
率
は
二
○
・
六
％
に

過
ぎ
な
か
っ
た
。

社
会
の
問
題
作
成
の
璽
任
者

だ
っ
た
溝
上
奉
・
鴎
門
教
哲
大

副
学
長
は
「
全
体
で
六
割
は
で

き
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
作
っ
た

の
で
、
結
果
は
意
外
。
ま
だ
ま

だ
授
業
が
知
識
偏
重
だ
と
い
う

こ
と
。
考
え
さ
せ
る
援
簗
を
す

る
に
は
、
教
え
る
内
容
を
大
輻

に
減
ら
さ
な
い
と
無
理
。
こ
の

結
果
は
い
い
遁
告
に
な
る
で
し

新
学
力
テ
ス
ト
全
国
規
模

で
児
童
・
生
徒
の
学
力
を
調
べ

る
「
学
力
テ
ス
ト
」
は
五
六
年

か
ら
小
中
高
で
実
施
さ
れ
て
い

た
が
、
一
部
で
学
力
コ
ン
ク
ー

ル
化
し
、
Ｂ
教
組
が
反
対
し
た

ご
ロ
ー
●
こ
■
●
』
』
●
●
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
■
●
●
Ｃ
Ｃ
Ｃ
●
Ｃ
Ｃ
Ｃ
●
■
●
●
●
●
■
Ｃ
●
》
●
。
●
●
●
●
▲
Ｃ
Ｃ
Ｃ
●
●
■
つ
●
色
の
◆
●
Ｃ
■
ｃ
ｃ
●
●
。
◆
勺
。
●
ロ
。
●
●
』
■
●
●
■
の
。
⑤
■
●
■
■
■
Ｃ
●
●
●
■

よ
》
三
と
話
す
。

ま
た
、
一
年
の
社
会
で
は
、

曰
本
に
伝
わ
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

文
化
の
影
響
に
つ
い
て
、
鉄
砲

が
使
わ
れ
て
い
る
戦
場
の
絵
図

と
南
蛮
人
の
渡
来
図
の
二
枚
の

う
ち
、
ど
ち
ら
を
使
っ
て
と
う

説
明
す
る
か
と
問
う
設
問
も
あ

っ
た
。

ど
ち
ら
の
絵
を
選
ん
で
も
、

き
ち
ん
と
説
明
で
き
て
い
れ
ば

正
解
な
の
だ
が
、
「
子
ど
も
尤

杉
は
ま
ず
、
ど
っ
ち
の
絵
を
選

べ
ば
正
解
な
の
か
、
と
考
え
込

ん
で
し
ま
う
だ
ろ
う
」
と
、
あ

る
現
橿
の
教
師
は
言
う
。
「
思

考
力
を
問
お
う
と
す
る
あ
ま

こ
と
も
あ
っ
て
六
六
年
ま
で
で

打
乞
切
ら
れ
た
。
小
中
を
対
象

に
し
た
「
新
学
力
テ
ス
ト
」
は

八
二
－
八
四
年
に
続
き
、
今
回

が
一
一
回
目
。

Ｄ
、
出
題
者
の
意
図
の
わ
か
り

に
く
い
「
イ
ジ
ワ
ル
問
題
」
も

目
立
つ
」
と
指
摘
す
る
教
師
も

い
る
。

社
会
と
並
ん
で
平
均
正
答
率

が
畦
か
つ
た
理
科
。
地
面
に
立

て
た
ポ
ー
ル
を
利
用
し
て
太
陽

の
蚕
度
を
翻
る
方
毬
を
図
解
し

て
記
述
す
る
一
年
の
問
題
（
図

２
）
は
、
正
答
率
一
○
・
四
％

と
、
中
学
の
全
問
題
九
百
四
十

一
問
の
中
で
二
番
目
に
低
い
正

答
率
だ
っ
た
。
正
答
例
は
「
影

の
先
端
に
く
ぎ
を
さ
し
、
ひ
も

で
ボ
ー
ル
の
先
端
と
結
ん
で
で

き
た
角
度
を
分
度
器
で
測
る
」
。

正
答
を
読
め
ば
、
理
解
は
で
き

る
が
、
自
分
で
考
え
、
表
現
す

る
と
な
る
と
十
人
に
一
人
し
か

で
き
な
い
。

理
科
担
当
の
小
島
繁
男
・
湿

徳
大
教
捜
は
「
生
徒
は
教
科
輩

に
敏
っ
て
い
る
も
の
は
覚
え
て

い
る
が
、
考
え
方
を
聞
く
と
だ

め
に
な
る
。
今
回
は
、
新
睡
軸

の
問
題
を
か
な
り
出
し
た
の

で
、
正
答
室
が
低
い
か
ら
と
い

っ
て
、
理
科
の
力
が
下
が
っ
た

と
は
い
え
な
い
」
と
話
す
。

美
奏
で
は
、
前
後
の
英
文
対

話
か
ら
流
れ
に
沿
っ
た
言
葉
を

考
え
て
書
く
一
一
一
つ
の
問
題
が
二

年
で
出
さ
れ
、
正
答
率
一
○
・

五
’
一
一
九
二
％
・
授
業
中
に

お
し
ゃ
べ
り
し
て
い
る
生
徒
を

険
し
い
表
情
の
男
性
教
諭
が
注

意
し
て
い
る
絵
（
図
ｓ
）
を
示

し
、
毒
定
さ
れ
た
動
詞
を
使
っ

て
二
蕊
以
上
の
英
語
で
注
意
の

内
容
表
題
か
せ
る
一
年
の
問
題

は
正
容
率
三
四
・
四
％
だ
っ

た
。学
校
英
語
の
課
題
と
さ
れ
て

い
る
閏
き
取
り
の
分
野
は
、
六

三
’
七
四
％
の
正
答
率
で
、
意

外
に
い
い
成
綱
だ
っ
た
。

解批 ① 庇
イ
の

Ｌｕ 手ロ
己ついにおこる〃 虚一助ダイムズ

一二ｺｰｽ

、や。左！⑭辰口鹿か麺撒て立ち上か〃た〃
① 

。

｜’ 

広告らし

｜’ 
能２朏尭券野評発売キノ



｢学力低下」を考える2１ 

を
知
っ
て
い
る
。
問
題
文
に
そ
う
書
い
て
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
だ

が
、
そ
の
知
識
を
も
と
に
、
歴
史
的
事
実
の
意
味
を
多
角
的
に
考

え
る
こ
と
は
、
ど
う
も
苦
手
な
よ
う
で
あ
る
。

後
者
の
、
地
面
に
立
て
た
棒
を
用
い
て
太
陽
の
高
度
を
測
る
方

法
を
、
図
示
し
説
明
す
る
問
題
は
、
正
答
率
一
○
・
四
％
で
あ
っ

た
。
問
題
に
答
え
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
曰
が
高
い
時
は
棒
の
影

が
短
く
、
曰
が
低
い
と
き
は
棒
の
影
が
長
い
と
い
う
知
識
を
も
っ

て
い
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
知
識
は
、
実
体
験
を
通
じ
て
子
ど
も

（
ｕ
）
 

自
身
が
「
納
得
し
た
」
も
の
と
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

さ
ら
に
、
こ
こ
で
は
、
角
度
に
つ
い
て
の
知
識
や
、
国
語
力
も
試

さ
れ
て
い
る
。
教
科
書
や
実
体
験
か
ら
得
た
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
を

統
合
し
、
そ
れ
を
問
題
解
決
に
応
用
し
、
さ
ら
に
他
人
に
わ
か
る

よ
う
に
表
現
す
る
。
こ
れ
は
非
常
に
高
度
な
知
的
作
業
で
あ
る
。

一
○
％
と
い
う
正
答
率
も
、
あ
な
が
ち
「
低
い
」
と
は
い
え
ま
い
。

右
で
み
た
二
つ
の
問
題
は
、
基
礎
的
知
識
を
前
提
と
し
て
思
考

力
、
応
用
力
、
表
現
力
な
ど
を
た
め
そ
う
と
す
る
問
題
で
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
問
題
の
で
き
が
悪
か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、

そ
れ
は
学
力
低
下
の
証
拠
と
は
い
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
前
回
調

査
が
行
わ
れ
た
頃
は
、
こ
の
種
の
問
題
を
解
く
力
は
、
学
力
と
し

て
重
視
さ
れ
て
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
思
考
力
や

応
用
力
や
表
現
力
は
、
「
低
く
な
っ
た
」
の
で
は
な
く
、
ず
っ
と
「
低

い
ま
ま
」
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

子
ど
も
や
大
学
生
の
学
力
低
下
の
証
拠
と
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ

は
、
子
細
に
調
べ
て
み
る
と
、
サ
ン
プ
ル
の
代
表
性
に
問
題
が
あ

っ
た
り
、
調
査
内
容
が
特
定
の
科
目
に
偏
っ
て
い
た
り
、
主
観
的

印
象
に
す
ぎ
な
か
っ
た
り
す
る
場
合
も
多
い
。
今
は
、
学
力
低
下

の
事
実
を
問
題
と
す
る
よ
り
も
、
学
力
低
下
論
の
根
拠
を
疑
う
べ

き
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
学
力
が
低
下
し
て
い
な
い
と

断
言
す
る
に
足
る
証
拠
も
乏
し
い
。
と
り
あ
え
ず
、
こ
こ
で
は
、

確
実
に
い
え
る
こ
と
、
推
測
で
き
る
こ
と
を
、
列
挙
し
て
お
こ
う
。

第
一
に
、
国
際
調
査
か
ら
み
る
限
り
、
曰
本
の
小
中
学
生
の
学

力
は
低
下
し
て
い
な
い
。
だ
が
、
文
部
省
調
査
が
し
め
す
よ
う
に
、

算
数
や
理
科
の
一
部
の
分
野
で
は
、
学
力
低
下
の
き
ざ
し
が
現
れ

て
い
る
。
ま
た
、
曰
本
の
小
中
学
生
の
算
数
・
数
学
や
理
科
に
対

す
る
否
定
的
態
度
は
大
変
強
く
、
こ
れ
は
「
高
」
学
力
の
致
命
的

弱
点
で
あ
る
。
暗
記
偏
重
で
教
科
書
中
心
の
「
勉
強
」
、
実
生
活
か

ら
乖
離
し
た
学
習
指
導
は
、
子
ど
も
の
学
び
を
無
味
乾
燥
な
も
の

に
し
て
い
る
。

曰
本
の
小
中
学
生
の
高
学
力
の
弱
点
は
、
今
の
と
こ
ろ
、
算
数
・

数
学
や
理
科
に
関
し
て
の
み
、
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
で
は
、

他
の
教
科
の
学
力
に
は
そ
の
よ
う
な
弱
点
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

そ
う
は
考
え
に
く
い
。
む
し
ろ
、
全
般
的
な
「
勉
強
離
れ
」
の
集

５
「
学
力
低
下
」
の
実
態
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中
的
表
現
と
し
て
、
算
数
・
数
学
、
理
科
離
れ
が
起
き
て
い
る
と

考
え
る
方
が
自
然
で
は
な
い
か
。
今
後
、
学
力
低
下
は
、
理
数
系

以
外
の
科
目
で
も
顕
在
化
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

第
二
に
、
高
校
生
に
お
い
て
は
、
受
験
競
争
の
緩
和
に
と
も
な

っ
て
中
位
層
の
学
力
が
低
下
し
、
学
力
の
二
極
分
化
が
は
じ
ま
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
中
位
層
の
学
力
低
下
は
、
と
く
に
理
数
系
の
科

目
で
顕
著
で
あ
る
。
今
、
こ
の
事
態
の
「
物
的
証
拠
」
が
存
在
し

て
い
る
の
は
、
大
学
志
願
者
に
つ
い
て
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
、

大
学
志
願
者
以
外
の
層
で
は
、
事
態
は
も
っ
と
深
刻
な
の
で
は
な

い
か
。
小
中
学
校
ま
で
に
「
勉
強
」
に
辞
易
し
つ
く
し
、
受
験
と

い
う
「
縛
り
」
も
な
く
、
就
職
の
見
通
し
も
暗
い
の
に
、
ど
う
し

て
、
意
欲
を
も
っ
て
学
べ
る
と
い
う
の
か
。

、
高
校
生
の
「
勉
強
離
れ
」
を
示
す
調
査
結
果
が
あ
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ

放
送
文
化
研
究
所
の
「
国
民
生
活
時
間
調
査
」
で
あ
る
。
一
九
八

○
年
か
ら
一
九
九
五
年
の
間
に
、
平
日
の
学
校
外
の
学
習
時
間
は
、

小
学
生
で
一
時
間
一
五
分
か
ら
一
時
間
六
分
に
、
中
学
生
で
二
時

間
三
六
分
か
ら
一
一
時
間
一
七
分
に
、
高
校
生
で
は
一
一
時
間
五
九
分

か
ら
二
時
間
三
○
分
に
減
少
し
た
。
小
学
生
で
九
分
、
中
学
生
で

（
巧
）

’
九
分
、
そ
し
て
、
一
口
同
校
生
で
一
一
九
分
の
減
少
で
あ
る
。
家
庭
学

習
の
時
間
が
減
っ
た
の
と
は
反
対
に
、
高
校
生
の
自
由
行
動
時
間

は
増
え
て
い
る
。
小
学
生
は
三
時
間
五
九
分
か
ら
四
時
間
で
横
這

い
、
中
学
生
は
一
一
一
時
間
九
分
か
ら
三
時
間
一
一
一
一
一
分
で
一
四
分
増
加
、

そ
し
て
、
高
校
生
は
一
一
一
時
間
二
一
分
か
ら
四
時
間
二
一
分
で
、
一

時
間
も
増
加
し
て
い
る
。
自
由
行
動
時
間
の
う
ち
の
テ
レ
ビ
視
聴

時
間
は
、
小
学
生
は
一
一
時
間
三
一
一
分
か
ら
一
一
時
間
五
分
に
減
り
、

中
学
生
で
は
一
一
時
間
一
三
分
か
ら
一
一
時
間
一
四
分
へ
と
、
横
這
い

で
あ
る
。
高
校
生
の
テ
レ
ビ
視
聴
時
間
だ
け
が
、
二
時
間
一
七
分

（
砧
）

か
ら
一
一
時
間
五
一
分
へ
と
一
一
一
四
分
増
加
し
て
い
る
。
注
目
す
べ
き

事
実
は
、
’
九
八
○
年
か
ら
一
九
九
五
年
の
間
に
、
小
学
生
と
高

校
生
の
テ
レ
ビ
視
聴
時
間
が
逆
転
し
た
こ
と
で
あ
る
。
現
代
の
「
テ

（
Ⅳ
）
 

レ
ピ
っ
子
」
は
小
学
生
で
は
な
い
。
古
同
校
生
で
あ
る
。

第
三
に
、
大
学
生
の
学
力
低
下
は
、
一
部
の
大
学
を
の
ぞ
い
て
、

今
後
、
い
っ
そ
う
、
進
行
し
て
い
く
だ
ろ
う
。
高
等
教
育
が
大
衆

化
し
た
今
日
、
こ
れ
は
必
然
で
あ
る
。
一
部
の
有
名
大
学
は
、
入

学
者
選
抜
を
強
化
し
て
教
育
研
究
の
水
準
を
維
持
し
よ
う
と
す
る

か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
大
半
の
大
学
は
、
そ
の
よ
う
な
方
策
を

と
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
選
抜
を
厳
し
く
す
れ
ば
、
受
験
生
に

敬
遠
さ
れ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。

今
や
、
高
校
卒
業
者
の
約
半
数
が
大
学
・
短
大
に
進
学
す
る
時

代
で
あ
る
。
少
子
化
が
進
む
に
つ
れ
、
さ
ら
に
高
等
教
育
へ
の
進

学
率
は
高
ま
る
だ
ろ
う
。
高
等
教
育
大
衆
化
の
時
代
の
大
学
に
は
、

よ
り
い
っ
そ
う
「
教
育
」
機
能
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
、
求
め
ら

れ
て
い
る
。
い
さ
さ
か
希
望
的
な
観
測
で
は
あ
る
が
、
「
教
育
」
を

重
視
す
る
大
学
が
増
え
れ
ば
、
そ
れ
は
、
「
何
を
」
学
ん
だ
か
と
い
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「
ゆ
と
り
の
中
で
生
き
る
力
を
」
。
こ
の
教
育
改
革
の
路
線
は
、

今
後
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
。
「
新
教
育
批
判
」
と
「
ス
プ
ー
ト
ー
ー

ク
シ
ョ
ッ
ク
」
が
、
経
験
主
義
か
ら
系
統
主
義
へ
の
転
換
を
促
し

た
よ
う
に
、
「
ゆ
と
り
批
判
」
と
「
学
力
低
下
シ
ョ
ッ
ク
」
が
、
教

育
改
革
の
路
線
を
軌
道
修
正
さ
せ
る
可
能
性
は
な
い
か
。
ま
だ
、

見
通
し
は
は
っ
き
り
し
な
い
。

こ
れ
ま
で
検
討
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
筆
者
は
、
「
学
力
低
下
」
が
、

小
学
校
か
ら
大
学
ま
で
の
あ
ら
ゆ
る
学
校
段
階
で
、
ｃ
ょ
じ
ょ
に
、

し
か
し
確
実
に
、
起
き
は
じ
め
た
と
考
え
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち

の
間
で
学
力
格
差
も
広
が
り
つ
つ
あ
る
。
思
考
力
や
応
用
力
も
相

変
わ
ら
ず
低
い
。
く
わ
え
て
、
ア
チ
ー
ブ
メ
ン
ト
に
は
現
れ
に
く

い
問
題
と
し
て
、
学
ぶ
動
機
づ
け
や
学
ぶ
意
欲
の
弱
ま
り
、
学
ぶ

こ
と
に
対
す
る
否
定
的
態
度
の
問
題
が
あ
る
。
「
勉
強
は
う
ん
ざ
り

だ
。
あ
ま
り
勉
強
し
な
く
て
も
と
り
あ
え
ず
高
校
に
は
行
け
る
。

勉
強
は
適
当
に
や
っ
て
お
け
ば
い
い
」
そ
の
よ
う
な
小
中
学
生
が

増
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
「
受
験
は
終
わ
っ
た
。
も
う
勉
強
し

う
こ
と
が
、
「
ど
こ
で
」
学
ん
だ
か
と
い
う
こ
と
よ
り
も
重
視
さ
れ

る
社
会
へ
す
な
わ
ち
「
学
習
歴
社
会
」
の
実
現
へ
と
つ
な
が
る
は

ず
で
あ
る
。三
「
基
礎
・
基
本
」
を
ど
う
考
え
る
か

な
く
て
も
い
い
。
と
り
あ
え
ず
遊
ぼ
う
」

大
学
生
が
増
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

あ
る
。

礎
・
基
本
」
が
「
厳
選
」
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
で
は
、
「
厳
選
」
は

ど
の
よ
う
な
考
え
に
の
っ
と
っ
て
行
わ
れ
た
の
か
。
そ
れ
は
次
の

通
り
で
あ
る
。
「
教
え
る
内
容
を
、
そ
の
後
の
学
習
や
生
活
に
必
要

な
最
小
限
の
基
礎
的
・
基
本
的
内
容
に
厳
選
す
る
一
方
、
厳
選
さ

れ
た
基
礎
的
・
基
本
的
内
容
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち
の
以
後

の
学
習
を
支
障
な
く
進
め
る
た
め
に
も
繰
り
返
し
学
習
さ
せ
る
な

（
肥
）

ど
し
て
、
確
実
に
習
得
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
た
」
だ
が
、

「
厳
選
」
の
実
際
は
、
大
変
中
途
半
端
な
も
の
で
あ
っ
た
。

「
そ
の
後
の
学
習
に
必
要
な
」
を
「
厳
選
」
の
原
理
原
則
に
す

え
る
の
で
あ
れ
ば
、
何
よ
り
も
ま
ず
、
各
学
年
、
各
学
校
段
階
の

教
科
の
枠
組
み
自
体
を
検
討
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
は
ず
で
あ

る
。
し
か
し
、
実
際
の
指
導
要
領
改
訂
作
業
は
、
そ
う
で
は
な
か

っ
た
。
学
校
五
曰
制
と
い
う
前
提
の
も
と
、
教
科
の
枠
組
み
は
従

来
通
り
、
三
割
削
減
と
い
う
数
値
目
標
が
一
人
歩
き
し
、
学
習
の

適
時
性
や
系
統
性
が
十
分
検
討
さ
れ
な
い
ま
ま
、
事
実
上
は
帳
尻

（
四
）

あ
わ
せ
に
終
っ
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
「
生
活
に
必
要
な
」
を
「
厳
選
」
の
原
理
原
則
と
す
る
な

ら
ば
、
現
代
社
会
を
生
き
る
の
に
必
要
な
「
基
礎
。
基
本
」
に
つ
い

新
指
導
要
領
で
は
、
授
業
時
数
の
「
縮
減
」
以
上
に
教
科
の
「
基

そ
の
よ
う
な
高
校
生
や

筆
者
は
こ
れ
が
心
配
で
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て
、
新
し
い
発
想
が
要
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
「
情
報
化
」
が
大
切
だ

と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
メ
デ
ィ
ア
を
批
判
的
に
読
む
素
養
は
市
民

と
し
て
必
須
で
は
な
い
の
か
。
「
国
際
化
」
を
説
く
の
で
あ
れ
ば
、

多
文
化
主
義
尊
重
の
態
度
の
育
成
は
必
要
で
は
な
い
の
か
。
「
い
つ

で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
」
で
き
る
「
生
涯
学
習
」
を
唱
え
る

の
で
あ
れ
ば
、
「
学
校
を
終
え
た
後
も
、
さ
ら
に
学
び
た
い
」
と
い

う
意
欲
を
小
中
学
校
で
こ
そ
育
む
べ
き
で
は
な
い
の
か
。
し
か
し
、

実
際
に
は
、
「
基
礎
・
基
本
」
は
、
も
っ
ぱ
ら
「
量
」
の
問
題
と
し

て
処
理
さ
れ
、
「
質
」
は
検
討
さ
れ
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
。
子
ど
も

に
必
要
な
「
基
礎
・
基
本
」
は
、
「
読
み
書
き
算
」
の
ス
キ
ル
だ
け

で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。

学
力
低
下
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

必
要
な
「
基
礎
・
基
本
」
と
は
何
か
を
問
う
こ
と
な
し
に
、
無
味

乾
燥
な
「
お
勉
強
」
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
な
し
に
、
「
受
験
」
に
か

か
わ
る
学
ぶ
動
機
づ
け
を
よ
び
さ
ま
す
こ
と
な
し
に
、
学
力
低
下

に
歯
止
め
は
か
か
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
教
育
水
準

の
向
上
を
め
ざ
し
た
改
革
が
「
落
ち
こ
ぼ
れ
」
問
題
を
深
刻
化
さ

せ
た
の
と
同
じ
よ
う
な
失
敗
が
、
繰
り
返
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

現
代
の
子
ど
も
に
必
要
な
「
基
礎
・
基
本
」
を
ど
う
と
ら
え
、

ど
う
保
障
す
る
か
。
そ
れ
を
子
ど
も
の
現
実
に
即
し
て
構
想
し
具

体
化
す
る
の
は
、
文
部
省
で
は
な
い
。
一
人
ひ
と
り
の
教
職
員
で

（
別
）

あ
る
。

（
６
）
河
合
塾
「
高
校
生
の
学
力
低
下
問
題
を
検
証
す
る
」
（
一
九
九
九

年
）
。
報
告
書
は
、
河
合
塾
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
る
。

（
７
）
文
部
省
編
『
文
部
統
計
要
覧
』
大
蔵
省
印
刷
局
（
二
○
○
○
年
）
一

へ圧（
１
）
一
般
的
抽
象
的
に
学
力
保
障
を
考
え
る
べ
き
だ
と
は
、
筆
者
は
思

わ
な
い
。
「
現
実
か
ら
学
ぶ
」
と
い
う
同
和
教
育
の
思
想
や
方
法
は
、

す
べ
て
の
学
校
に
広
め
る
べ
き
だ
と
思
う
。
ま
た
、
同
和
地
区
の
子

ど
も
を
対
象
と
す
る
補
充
学
習
や
促
進
指
導
の
必
要
性
を
、
筆
者

は
否
定
し
な
い
。
た
だ
し
、
そ
れ
ら
は
、
授
業
改
革
や
地
域
教
育
改

革
と
連
動
し
な
け
れ
ば
、
効
果
は
ほ
と
ん
ど
期
待
で
き
な
い
。
補
充

学
習
や
促
進
指
導
の
み
が
学
力
保
障
の
実
践
だ
と
す
る
の
は
、
つ

じ
つ
ま
あ
わ
せ
の
彌
縫
策
を
正
当
化
す
る
考
え
で
あ
る
。

（
２
）
『
週
刊
朝
曰
』
一
九
九
九
年
二
月
五
曰
号
の
記
事
。

（
３
）
岡
部
恒
治
・
戸
瀬
信
之
・
西
村
和
雄
編
著
『
分
数
が
で
き
な
い
大
学

生
』
東
洋
経
済
新
報
社
（
’
九
九
九
年
）
二
六
一
頁
。

（
４
）
西
村
和
雄
「
国
の
基
礎
が
揺
ら
ぎ
は
じ
め
た
」
『
論
座
」
二
○
○
○

年
五
月
号
。

（
５
）
「
衝
撃
の
ア
ン
ケ
ー
ト
九
三
％
の
学
長
が
「
学
力
低
下
」
を
認
め

る
」
『
論
座
」
二
○
○
○
年
五
月
号
。
調
査
の
対
象
は
全
国
国
公
私

立
大
学
六
一
五
校
の
学
長
で
あ
り
、
有
効
回
答
数
は
三
一
一
○
で
あ

る
０ 
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七
六
～
’
七
七
頁
。

（
８
）
文
部
省
編
『
平
成
二
年
度
我
が
国
の
文
教
施
策
ｌ
す
す
む
教

育
改
革
ｌ
』
大
蔵
省
印
刷
局
二
九
九
九
年
）
九
八
～
一
○
三
頁
。

（
９
）
国
内
む
け
報
告
書
は
、
国
立
教
育
研
究
所
『
小
学
校
の
算
数
教
育
・

理
科
教
育
の
国
際
比
較
’
第
三
回
国
際
数
学
・
理
科
教
育
調
査
最

終
報
告
書
ｌ
』
東
洋
館
出
版
（
一
九
九
八
年
）
、
国
立
教
育
研
究
所

『
中
学
校
の
数
学
教
育
・
理
解
教
育
の
国
際
比
較
’
第
三
回
国
際

数
学
・
理
科
教
育
調
査
最
終
報
告
書
ｌ
」
東
洋
館
出
版
二
九
九
七

年
）
。
以
下
で
あ
げ
る
デ
ー
タ
は
、
す
べ
て
前
者
（
小
学
校
）
の
報

告
書
に
記
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
か
っ
こ
内
は
、
国
際
平
均
値
で

あ
る
。
ま
た
、
設
問
に
よ
っ
て
比
較
す
る
国
の
数
が
ち
が
う
の
は
、

サ
ン
プ
リ
ン
グ
や
実
施
率
が
基
準
を
満
た
し
て
お
ら
ず
、
分
析
か

ら
除
外
さ
れ
た
国
が
あ
る
な
ど
の
事
情
に
よ
る
。
煩
雑
に
な
り
す

ぎ
る
の
で
、
参
照
ペ
ー
ジ
は
省
略
し
た
。

（
皿
）
日
本
以
上
に
学
力
水
準
が
高
い
国
は
、
韓
国
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で

あ
る
。
韓
国
の
子
ど
も
た
ち
の
算
数
・
数
学
や
理
科
に
対
す
る
態
度

は
、
曰
本
と
よ
く
似
て
い
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
、
曰
本
・
韓
国
と

対
照
的
で
あ
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
算
数
・
数
学
が
「
好
き
」
な
子

ど
も
は
、
小
一
一
一
と
小
四
で
九
一
一
一
％
、
中
一
で
八
六
％
、
中
一
一
で
八
二

％
で
あ
る
。
理
科
が
「
好
き
」
な
子
ど
も
は
、
小
四
で
九
一
％
、
中

二
で
九
一
一
％
で
あ
る
。
本
稿
の
主
題
か
ら
そ
れ
る
の
で
こ
れ
以
上

数
字
は
あ
げ
な
い
が
、
比
較
教
育
学
的
な
観
点
か
ら
み
て
、
こ
の
結

果
は
非
常
に
興
味
深
い
。
こ
こ
で
は
、
高
い
ア
チ
ー
ブ
メ
ン
ト
は
、

算
数
・
数
学
や
理
科
に
対
す
る
好
意
的
な
態
度
と
両
立
し
う
る
と

い
う
こ
と
だ
け
を
、
確
認
し
て
お
き
た
い
。

（
ｕ
）
同
和
教
育
の
調
査
研
究
に
お
い
て
は
二
九
八
○
年
代
末
以
降
、
西

曰
本
を
中
心
と
す
る
全
国
各
地
の
自
治
体
で
実
態
調
査
が
行
わ
れ

て
き
た
。
し
か
し
、
対
象
学
年
、
サ
ン
プ
リ
ン
グ
、
調
査
内
容
な
ど

は
多
様
で
、
調
査
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
曰
も
浅
い
。

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
調
査
は
、
「
学
力
低
下
」
論
を
検
討
す
る

資
料
と
し
て
は
不
向
き
で
あ
る
。

（
、
）
『
朝
曰
新
聞
』
一
九
九
七
年
九
月
三
○
日
の
記
事
。

（
Ⅲ
）
『
曰
本
経
済
新
聞
」
一
九
九
七
年
九
月
三
○
日
の
記
事
。

（
ｕ
）
次
の
文
章
は
二
○
数
年
前
の
も
の
だ
が
、
今
な
お
新
鮮
で
あ
る
。

「
子
ど
も
た
ち
が
遊
び
の
う
ち
に
排
梱
す
る
界
隈
は
、
社
会
の
成

り
立
ち
や
し
く
み
、
人
間
の
生
き
方
、
動
物
や
自
然
と
の
つ
き
合
い

方
を
、
理
屈
で
な
く
、
感
覚
と
し
て
、
体
験
と
し
て
学
習
す
る
場
で

あ
る
と
い
え
る
。
学
校
や
書
物
か
ら
情
報
と
し
て
習
得
す
る
知
識

は
、
そ
う
い
っ
た
具
体
的
な
経
験
に
よ
っ
て
テ
ス
ト
さ
れ
、
う
ら
づ

け
ら
れ
な
い
こ
と
に
は
有
用
な
も
の
と
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
」

藤
本
浩
之
輔
『
子
ど
も
の
遊
び
空
間
』
曰
本
放
送
出
版
協
会
二
九

七
四
年
）
一
七
頁
。

（
囮
）
経
済
企
画
庁
編
『
平
成
八
年
版
国
民
生
活
白
書
ｌ
安
全
で
安
心

な
生
活
の
再
設
計
Ｉ
』
大
蔵
省
印
刷
局
二
九
九
六
年
）
一
六
頁
。
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（
Ｍ
）
総
務
庁
青
少
年
対
策
本
部
編
『
平
成
一
○
年
度
版
青
少
年
白
書
」

大
蔵
省
印
刷
局
二
九
九
九
年
）
四
七
～
四
八
頁
。

（
Ⅳ
）
こ
れ
は
あ
く
ま
で
平
均
値
で
あ
る
。
実
際
に
は
、
家
庭
学
習
を
全
く

し
な
い
高
校
生
は
か
な
り
の
数
に
の
ぼ
る
は
ず
で
あ
る
。
大
阪
府

下
で
最
近
行
わ
れ
た
調
査
に
よ
る
と
、
中
学
三
年
生
一
学
期
時
点

で
、
家
庭
学
習
を
ほ
と
ん
ど
し
な
い
者
は
、
約
三
人
に
一
人
で
あ

る
。
学
習
時
間
を
小
学
六
年
生
と
比
べ
る
と
、
一
一
時
間
以
上
の
割
合

は
小
六
中
一
一
一
と
も
約
二
割
で
ほ
ぼ
同
じ
だ
っ
た
が
、
中
学
三
年
生

で
は
家
庭
学
習
を
ほ
と
ん
ど
し
な
い
者
が
多
く
、
学
習
時
間
が
二

極
化
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
こ
の
結
果
か
ら
推
測
し
て
、
受
験
と
い

う
「
縛
り
」
か
ら
解
放
さ
れ
た
高
校
生
が
、
中
学
生
以
上
に
家
庭
学

習
を
し
て
い
る
と
は
、
到
底
考
え
に
く
い
。
今
、
高
校
生
は
、
時
間

的
な
意
味
で
の
「
ゆ
と
り
」
を
た
っ
ぷ
り
も
っ
て
い
る
。
だ
が
、
高

校
生
は
、
「
勉
強
」
の
か
わ
り
に
何
を
す
れ
ば
い
い
の
か
、
み
つ
け

ら
れ
な
い
で
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
右
で
紹
介
し
た
調
査

に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
大
阪
の
教
育
改
革
、
今
後
の
課
題
を
探
る
」

『
部
落
解
放
研
究
』
第
一
二
一
一
号
（
’
九
九
八
年
）
を
ご
覧
い
た
だ

き
た
い
。

（
旧
）
教
育
課
程
審
議
会
答
申
「
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
、

盲
学
校
、
聾
学
校
及
び
養
護
学
校
の
教
育
課
程
の
基
準
の
改
善
に

盲
学
校
、
聾
学
校
及
び
養
護
学

つ
い
て
」
二
九
九
八
年
七
月
）

（
四
）
す
で
に
、
前
々
回
二
九
七
七
圧

九
七
七
年
）
の
学
習
指
導
要
領
改
訂
の
際
に
、

。

あ
る
研
究
者
は
次
の
よ
う
な
指
摘
を
し
て
い
る
。
「
文
部
省
は
教
科

内
容
を
減
ら
し
た
と
い
っ
て
い
る
が
、
ど
う
も
ご
ま
か
し
が
あ
る
。

も
と
も
と
一
一
つ
か
三
つ
の
項
目
に
分
け
て
詳
し
く
説
明
し
て
い
た

も
の
を
ひ
と
つ
に
ま
と
め
た
り
、
指
導
要
領
の
う
え
で
は
な
く
な

っ
て
い
て
も
、
実
際
の
現
場
で
は
教
え
た
ほ
う
が
生
徒
が
理
解
し

や
す
い
の
で
教
え
て
い
た
り
す
る
。
減
っ
た
の
は
せ
い
ぜ
い
五
％

か
ら
七
％
ぐ
ら
い
だ
と
思
う
」
’
九
七
七
年
の
指
導
要
領
改
訂
時

に
は
、
「
ゆ
と
り
の
時
間
」
が
登
場
し
、
教
科
の
授
業
時
数
は
少
な

く
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
子
ど
も
た
ち
は
、
ほ
ぼ
従
来
通
り
の
学
習

量
を
、
よ
り
少
な
い
時
間
で
こ
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
授

業
に
つ
い
て
い
け
な
い
子
ど
も
が
増
え
、
学
力
の
一
一
極
化
が
進
行

し
た
と
の
指
摘
も
さ
れ
て
い
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
秦

政
春
『
公
立
中
学
は
こ
れ
で
よ
い
の
か
』
曰
本
放
送
出
版
協
会
二

九
九
一
一
年
）
’
九
八
～
一
一
○
八
頁
。

（
別
）
新
教
育
課
程
の
も
と
で
の
学
力
保
障
に
お
い
て
は
、
「
総
合
学
習
」

と
教
科
の
学
習
を
有
機
的
に
結
合
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
、
筆
者

は
考
え
る
。
両
者
の
関
係
は
、
「
基
礎
・
基
本
」
は
教
科
で
、
「
応
用
」

は
総
合
学
習
で
、
と
い
う
機
械
的
な
も
の
で
は
な
い
。
拙
稿
「
総
合

学
習
の
可
能
性
ｌ
学
力
保
障
の
観
点
か
ら
Ｉ
」
『
解
放
教
育
』
第
三

八
七
号
（
一
一
○
○
○
年
三
月
号
）
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。




